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論  文  題  目  
 
Application of Pupil Diameter Variation on the 





























2017 年 2 月  
 1 
(1 )  審査経緯  
 
 博士論文審査の経緯を以下に示す．  
 ・ 2016 年  11 月  15 日  副査説明会  
 ・ 2016 年  12 月  1 日  予備審査会  
 ・ 2016 年  12 月  8 日  教室受理決定  
 ・ 2016 年  12 月  22 日  創造理工学研究科運営委員会受理決定  
 ・ 2017 年  1 月  10 日  博士論文読み合わせ会  
 ・ 2017 年  1 月  23 日  リーディング大学院実体情報学 QE3 実施  
 実体情報学博士プログラム修了要件は，専攻の審査に合格すること
とプログラムの QE3 に合格することである． QE3 は現在審査中．  
 ・ 2017 年  1 月  26 日  公聴会  
 ・ 2017 年  2 月  8 日  審査分科会  
 ・ 2017 年  2 月  25 日  研究科運営委員会予定  
  




























ること，すなわち，精神活動のために 0 .1 ~ 0 . 5 [ mm]瞳孔径が拡張し，瞳孔拡
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